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第２章 諸取引の記帳

第１節 現金・預金取引 (p.34)

１ 現 金 (p.34)

簿記上の現金

① 通 貨

② 他人振出しの小切手

③ 送金小切手

④ 郵便為替証書

⑤ 配当金領収証（郵便振替支払通知書）

※通貨およびいつでも通貨に交換できるものは簿記では現金として扱う。

例題１

1. （借） 現 金 150,000 （貸） 売 掛 金 150,000

2. （借） 現 金 50,000 （貸）） 商 品 170,000

売 掛 金 150,000 商品販売益 30,000

3. （借） 商 品 80,000 （貸） 現 金 80,000

【NOTE】
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■ 現金出納帳

・現金の収入と支出は総勘定元帳の 現金 勘定に記録するとともに、収入と支出の

明細を明らかにするため 現金出納帳 に記入する。

・現金出納帳は現金勘定に対して補助的な帳簿であるから 補助簿 という。

■ 主要簿と補助簿

・帳簿は大きく 主要簿 と 補助簿 に大別される。

・主要簿は 仕訳帳 や 総勘定元帳 のようにすべての取引が記録される

帳簿である。

・補助簿には

① 特定の取引についての明細を 発生順 に記録する 補助記入帳 と

② 特定の勘定について 商店別 などに記入する 補助元帳 がある。

企業の帳簿

（ 主要簿 ） … （ 仕訳帳 ）（ 総勘定元帳 ）

帳 簿 （ 補助記入帳 ）… ( 現金出納帳 )など

（ 補助簿 ）

（ 補助元帳 ） … 商品有高帳など

【NOTE】
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例題２

〔仕 訳〕

6/ 5 （借） 現 金 120,000 （貸） 売 掛 金 120,000

12 （借） 現 金 64,000 （貸） 商 品 50,000

商品販売益 14,000

20 （借） 支払家賃 50,000 （貸） 現 金 50,000

〔総勘定元帳〕

現 金

6/ 1 前月繰越 80,000 6/29 支払家賃 50,000

5 売 掛 金 120,000 30 次月繰越 214,000

12 諸 口 64,000

264,000 264,000

7/ 1 前月繰越 214,000

〔補助簿〕

現 金 出 納 帳

01年 摘 要 収 入 支 出 残 高

6 1 前月繰越 80,000 80,000

5 売掛金回収 、高松商店 120,000 200,000

12 商品売上げ 、松山商店 64,000 264,000

20 7月分家賃支払い 実教不動産 50,000 214,000

30 次月繰越 214,000

264,000 264,000

7 1 前月繰越 214,000 214,000
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２ 現金過不足 (p.37)

・現金勘定や現金出納帳の帳簿残高と現金の実際有高が一致しないときは、 帳簿残高

が 実際有高 に合うように修正する。そのさい過不足額を一時的に

現金過不足 勘定で処理する。

※現金の帳簿残高とは、現金勘定や現金出納帳の残高のことである。

・実際有高＜帳簿残高（これを 現金不足 という）のときは、現金過不足勘定の

借方 に記入する。

・実際有高＞帳簿残高（これを 現金過剰 という）のときは、現金過不足勘定の

貸方 に記入する。

仕 訳

・現金が不足のとき（実際有高＜帳簿残高）

（借） 現金過不足 ×× （貸） 現 金 ××

・現金が過剰のとき（帳簿残高＜実際有高）

（借） 現 金 ×× （貸） 現金過不足 ××

・過不足の原因が判明したとき、 現金過不足勘定 から該当する勘定に振り替える。

・現金過不足勘定のように、一時的に記録するために設けた勘定を 仮勘定 という。

※振り替えるとは？

ある勘定の金額を他の勘定へ書き移すことを振 替という。詳しくはテキスト
ふりかえ

p.102「（２）振替」で学習する。

例えば、現金過不足勘定の借方の¥100を通信費勘定に振り替える場合、通信費

勘定の借方に¥100を記入するとともに、現金過不足勘定の借方から¥100を差し

引くために同勘定の貸方に¥100を記入する。
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例題３

（借） 現金過不足 100 （貸） 現 金 100

例題４

（借） 現 金 200 （貸） 現金過不足 200

例題５

（借） 通 信 費 70 （貸） 現金過不足 70

現金過不足 通 信 費
振 替

100 ( 70 ) ( 70 )

例題６

（借） 現金過不足 200 （貸） 受 取 利 息 200

受取利息 現金過不足
振 替

( 200 ) ( 200 ) 200

【NOTE】
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３ 当座預金(p.40)

・当座預金は、企業が日常の運転資金をひんぱんに出し入れするのに利用する預金。

・引出しには 小切手 を用いる（振り出す）。

・当座預金の増減は 当座預金 勘定（ 資産 の勘定）で処理する。

仕 訳

・当座預金に現金等を預け入れた。／当座預金口座への振込みがあった。

（借） 当 座 預 金 ×× （貸） ○ ○ ○ ××

・小切手を振り出した。／当座預金口座からの引落しがあった。

（借） ○ ○ ○ ×× （貸） 当 座 預 金 ××

例題７

6/ 1 （借） 当 座 預 金 100,000 （貸） 現 金 100,000

3 （借） 現 金 50,000 （貸） 当座預金 50,000

10 （借） 買 掛 金 20,000 （貸） 当座預金 20,000

12 （借） 当 座 預 金 60,000 （貸） 売 掛 金 60,000

20 （借） 当 座 預 金 80,000 （貸） 売 掛 金 80,000

25 （借） 水道光熱費 2,000 （貸） 当座預金 2,000

【NOTE】
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■ 当座預金出納帳

・ 当座預金 の預入れや引出しの明細を記録するための帳簿である。

※当座預金勘定に対する補助簿(補助記入帳)である。

例題８

〔総勘定元帳〕
当 座 預 金

6/ 1 現 金 100,000 6/ 3 現 金 50,000

12 売 掛 金 60,000 10 買 掛 金 20,000

20 売 掛 金 80,000 25 水道光熱費 2,000

〔当座預金出納帳〕
当座預金出納帳

借
01年 摘 要 預 入 引 出 または 残 高

貸

6 1 現金預入れ 100,000 借 100,000

3 現金引出し＃１ 50,000 〃 50,000

10 買掛金支払い、鳴門商店＃２ 20,000 〃 30,000

12 売掛金回収、阿波商店 60,000 〃 90,000

20 売掛金当座振込み、淡路島商店 80,000 〃 170,000

25 ５月分電気料金 引落し 2,000 〃 168,000

30 次月繰越 168,000

240,000 240,000

7 1 前月繰越 168,000 借 168,000
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４ その他の銀行預金(p.42)

・会社が利用する銀行預金には、普通預金・当座預金の他に、 定期預金 などがある。

いずれも、預金名を付した勘定科目で記帳する。

例題９

（１） （借） 定期預金 500,000 （貸） 現 金 500,000

（２） （借） 普通預金 1,001,000 （貸） 定期預金 1,000,000

受取利息 1,000

【NOTE】
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５ 小口現金 (p.43)

・少額の支払いのために用意する現金を 小口現金 といい、 小口現金 勘定

（ 資産 の勘定）で処理する。

・小口現金の処理については、会計係が月初め（または週の初め）に一定額を支払担当

者に前渡しし、月末（または週の終わり）に支払額の報告を受けると、支払額 と

同額を補給する 定額資金前渡法 という方法がある。

・定額資金前渡法では、会計係は一定額を用度係に前渡ししたとき、前渡額を 現金

勘定（または当座預金勘定）から 小口現金 勘定へ振り替え、用度係から支払

明細の報告を受けたとき、小口現金 勘定から 費用 の勘定へ振り替える。

仕 訳

・小口現金を前渡しした（①）。

（借） 小 口 現 金 ×× （貸） 現 金 な ど ××

・支払明細の報告を受けた（③）。

（借） 交 通 費 ×× （貸） 小 口 現 金 ××

通 信 費 ××

雑 費 ××

・小口現金を補給した（④）。

（借） 小 口 現 金 ×× （貸） 現 金 な ど ××

※③と④の取引が同時に行われたときは、次のように仕訳をまとめてもよい。

（借） 交 通 費 ×× （貸） 現 金 な ど ××

通 信 費 ××

雑 費 ××
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例題１０

4/ 1 （借） 小口現金 30,000 （貸） 当座預金 30,000

30 （借） 通 信 費 12,000 （貸） 小口現金 24,000

交 通 費 4,000

雑 費 8,000

5/1 （借） 小口現金 24,000 （貸） 当座預金 24,000

例題１１

① （借） 通 信 費 2,500 （貸） 小口現金 8,500

交 通 費 4,800

消耗品費 1,200

（借） 小口現金 8,500 （貸） 当座預金 8,500

または、

② （借） 通 信 費 2,500 （貸） 当座預金 8,500

交 通 費 4,800

消耗品費 1,200

【NOTE】
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■ 小口現金出納帳

・ 小口現金 の受入や支払いの明細を記録するための帳簿を小口現金出納帳とい

う。

例題１２
小口現金出納帳

内 訳
受 入 01年 摘 要 支 払 残 高

通信費 交通費 消耗品費 雑 費

50,000 4 3 前週繰越 50,000

〃 郵便切手・はがき代 3,500 3,500 46,500

4 タクシー代 2,800 2,800 43,700

5 お茶・コーヒー代 4,000 4,000 39,700

6 電車・バス運賃 1,600 1,600 38,100

7 ボールペン・伝票代 3,500 3,500 34,600

15,400 3,500 4,400 3,500 4,000

15,400 7 本日補給 50,000

〃 次週繰越 50,000

65,400 65,400

50,000 4 10 前週繰越 50,000

※この問題は、週末に支払報告を行うとともに、資金の補給を受けるケースである。



- 12 -

例題１３
小口現金出納帳

内 訳
受 入 01年 摘 要 支 払 残 高

通信費 交通費 消耗品費 雑 費

32,400 4 3 前週繰越 32,400

17,600 〃 本日補給 50,000

〃 郵便切手・はがき代 3,500 3,500 46,500

4 タクシー代 2,800 2,800 43,700

5 お茶・コーヒー代 4,000 4,000 39,700

6 電車・バス運賃 1,600 1,600 38,100

7 ボールペン・伝票代 3,500 3,500 34,600

15,400 3,500 4,400 3,500 4,000

7 次週繰越 34,600

50,000 50,000

34,600 4 10 前週繰越 34,600

15,400 〃 本日補給 50,000

※この問題は、週末に支払報告を行うとともに、翌週の初めに資金の補給を受けるケースである。

【NOTE】
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第２節 商品売買取引（p.47）

１ 分記法と３分法（p.47）

例題１

〔仕訳〕

(1)（借） 商 品 60,000 （貸） 買 掛 金 60,000

(2)（借） 売 掛 金 40,000 （貸） 商 品 30,000

商品販売益 10,000

〔転記〕
商 品 商品販売益

(1) 買掛金 60,000 (2) 売掛金 30,000 (2) 売掛金 10,000

・商品売買の取引の記帳には 分記法 と ３分法 がある。

分記法 … 商品を販売したときに、売価を 原価 と 商品販売益 に分

けて記帳する方法

３分法 … 繰越商品 勘定（ 資産 の勘定）、 仕入 勘定（ 費用

の勘定）、売上 勘定（ 収益 の勘定）の３つに分けて記帳する

方法

分記法と３分法（使用する勘定）

商 品 勘定（ 資産 の勘定 ）
分記法

商品販売益 勘定（ 収益 の勘定 ）

繰越商品 勘定（ 資産 の勘定 ）

３分法 仕 入 勘定（ 費用 の勘定 ）

売 上 勘定（ 収益 の勘定 ）
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２ ３分法による記帳（p.48）

（１）繰越商品勘定

・期末に売れ残っている商品（ 期末商品 棚卸高）を記入する勘定。

（２）仕入勘定

・商品を仕入れたとき、仕入勘定の 借方 に記入する。

・ 仕入戻し （返品）は、仕入勘定の 貸方 に記入する。

※「返品は仕入れた時の反対仕訳」と覚える。

・仕入れたときにかかる諸費用（ 仕入諸掛 という）は、 購入代価 に加える。

仕 訳

・商品を掛けで仕入れた。

（借） 仕 入 ×× （貸） 買 掛 金 ××

・上記商品を返品した。

（借） 買 掛 金 ×× （貸） 仕 入 ××

・商品を掛けで仕入れた。なお、仕入諸掛は現金で支払った。

（借） 仕 入 ×× （貸） 買 掛 金 ××

現 金 ××

購入代価 ＋ 仕入諸掛

例題２

4/3 （借） 仕 入 105 （貸） 買 掛 金 100

現 金 5

4 （借） 買 掛 金 20 （貸） 仕 入 20

（３）売上勘定

・商品を売り上げたとき、売上勘定の 貸方 に記入する。

・ 売上戻り （返品）は、売上勘定の 借方 に記入する。

※「返品は売り上げた時の反対仕訳」と覚える。

・販売するときにかかる諸費用は 発送費 勘定（ 費用 の勘定）で処理する。
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仕 訳

・商品を掛けで売り上げた。

（借） 売 掛 金 ×× （貸） 売 上 ××

・上記商品が返品された。

（借） 売 上 ×× （貸） 売 掛 金 ××

・商品を掛けで売り上げた。なお、発送費は現金で支払った。

（借） 売 掛 金 ×× （貸） 売 上 ××

発 送 費 ×× 現 金 ××

・商品を掛けで売り上げた。なお、先方負担の発送費は現金で支払った。

（借） 売 掛 金 ×× （貸） 売 上 ××

現 金 ××

売上代金 ＋ 発送費

例題３

6/6 （借） 売 掛 金 150 （貸） 売 上 150

発 送 費 5 当 座 預 金 5

8 （借） 売 上 30 （貸） 売 掛 金 30

12 （借） 売 掛 金 210 （貸） 売 上 200

現 金 10

３ 売上原価対立法による記帳（p.50）

・商品を仕入れたとき、 商品 勘定の借方に 原価 で記入する。

・商品を売り上げたとき、 売上 勘定の貸方に 売価 で 記入するとともに、

その 原価 を 商品 勘定から 売上原価 勘定（費用）に振り替える。
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仕 訳

・商品を仕入れた。

（借） 商 品 ×× （貸） ○ ○ ○ ××

・仕入れた商品を返品した（仕入戻し）。

（借） ○ ○ ○ ×× （貸） 商 品 ××

・商品を売り上げた。

（借） ○ ○ ○ ×× （貸） 売 上 ×× 売 価

売上原価 ×× 商 品 ×× 原 価

・売り上げた商品が返品された（売上戻り）。

（借） 売 上 ×× （貸） ○ ○ ○ ×× 売 価

商 品 ×× 売上原価 ×× 原 価

例題４

(1) （借） 商 品 10,000 （貸） 買 掛 金 10,000

(2) （借） 買 掛 金 1,000 （貸） 商 品 1,000

(3) （借） 売 掛 金 6,500 （貸） 売 上 6,500

売上原価 5,000 商 品 5,000

(4) （借） 売 上 650 （貸） 売 掛 金 650

商 品 500 売上原価 500

■ 商品勘定に関する補助簿

・商品売買の取引に関する補助簿には次の３つがある。

① 仕入帳 ② 売上帳 ③ 商品有高帳

①仕入帳 仕入取引の明細を記録する帳簿であり、 仕入 勘定の 補助簿

（補助記入帳）である。

②売上帳 売上取引の明細を記録する帳簿であり、 売上 勘定の 補助簿

（補助記入帳）である。
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③商品有高帳

・商品の 種類 ごとに受入、払出および残高の明細を記録する帳簿で

あり、単価・金額はすべて 原価 で記入する。

・仕入勘定・売上勘定・繰越商品勘定の 補助簿 （補助元帳）である。

・記帳は 先入先出法 により行う。

【NOTE】
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例題５

商品有高帳

先入先出法 商 品 Ａ （単位：円）

受 入 払 出 残 高
01年 摘 要

数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額

7 1 前月繰越 20 64 1,280 20 64 1,280

8 仕入れ 20 60 1,200 20 64 1,280

20 60 1,200

10 売上げ 20 64 1,280

10 60 600 10 60 600

17 仕入れ 50 50 2,500 10 60 600

50 50 2,500

25 売上げ 10 60 600

20 50 1,000 30 50 1,500

31 次月繰越 30 50 1,500

90 4,980 90 4,980

8 1 前月繰越 30 50 1,500 30 50 1,500

※商品有高帳の記帳のポイントは次の２点

① 商品の種類ごとに記帳する。 ② 単価・金額は原価で記入する。

例題６

（１）￥ 1,280 （２）￥ 1,500 （３）￥ 3,700

（４）￥ 3,900 （５）￥ 3,480
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第３節 掛け取引 (p.55)

１ 売掛金と売掛金元帳、買掛金と買掛金元帳(p.55)

空欄に右記の語句から適語を選んで書きなさい

売掛金 買掛金 得意先 仕入先 人名勘定 売掛金元帳 買掛金元帳 合計 残高

・売掛金勘定だけでは、どの 得意先 にいくらの 売掛金 があるかを知ること

ができない。そのために得意先の商店名が勘定口座になっている補助簿を設ける。

これが売掛金（ 得意先 ）元帳である。

同じように

・買掛金勘定だけでは、どの 仕入先 にいくらの 買掛金 があるかを知ること

ができない。そのために仕入先の商店名が勘定口座になっている補助簿を設ける。

これが買掛金（ 仕入先 ）元帳である。

・商店名が付いている勘定科目を 人名勘定 という。

・売掛金勘定（買掛金勘定）の残高は売掛金元帳（買掛金元帳）の各勘定残高の 合計

額と一致する。

【NOTE】
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例題１ ※ p.58解法のテクニックを参考に解いてみる。

〔仕訳〕 3/ 4 （借） 仕 入 150 （貸） 買 掛 金 150
京 都

9 （借） 仕 入 200 （貸） 買 掛 金 200
京 都 100

奈 良 100

15 （借） 買 掛 金 50 （貸） 仕 入 50
奈 良

27 （借） 買 掛 金 400 （貸） 当座預金 400
京 都

〔総勘定元帳〕

買 掛 金

3/15 仕 入 50 3/1 前月繰越 600

27 当座預金 400 4 仕 入 150

31 次月繰越 500 9 仕 入 200

950 950

4/1 前月繰越 500

〔買掛金元帳〕
京 都 商 店

借
01年 摘 要 借 方 貸 方 または 残 高

貸

3 1 前月繰越 400 貸 400

4 仕 入 れ 150 〃 550

9 仕 入 れ 100 〃 650

27 支 払 い 400 〃 250

31 次月繰越 250

650 650

4 1 前月繰越 250 貸 250
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奈 良 商 店

借
01年 摘 要 借 方 貸 方 または 残 高

貸

3 1 前月繰越 200 貸 200

9 仕 入 れ 100 〃 300

15 返 品 50 〃 250

31 次月繰越 250

300 300

4 1 前月繰越 250 貸 250

【NOTE】
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第４節 手形取引 (p.59)

１ 受取手形勘定と支払手形勘定

・商品を仕入れたり販売したりしたときの代金の決済手段として、現金や小切手の他に

約束手形 を用いることもある。

・約束手形を振り出すと、支払期日に手形に書かれている金額を支払う債務（これを

手形債務 という）が発生する。

・約束手形を受け取ると、支払期日に手形に書かれている金額を受け取る債権（これを

手形債権 という）が発生する。

・手形債権の増加・減少は 受取手形 勘定（ 資産 の勘定）で処理し、手形債務

の増加・減少は 支払手形 勘定（ 負債 の勘定）で処理する。

受取手形 支払手形

( 約束手形 ) （ 手形金額 ） （ 手形金額 ） ( 約束手形 )

を受け取った を受け取った を支払った を振り出した

２ 約束手形 (p.59)

・約束手形は 振出人 が 名あて人 （ 受取人 でもある）に「一定の期日に

手形金額を支払うことを 約束 する証券」である。

仕 入

Ａ 約束手形 Ｂ

（ 振出人 ） （ 名あて人 ・ 受取人 ）

手形債務（負債）が増える 手形債権（資産）が増える

（貸）支払手形 （借）受取手形
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仕 訳

・約束手形を受け取った。

（借） 受取手形 ×× （貸） ○ ○ ○ ××

・手形金額を受け取った。

（借） 現金など ×× （貸） 受取手形 ××

・約束手形を振り出した。

（借） ○ ○ ○ ×× （貸） 支払手形 ××

・手形金額を支払った

（借） 支払手形 ×× （貸） 現金など ××

例題１

5/1 川越商事 （借） 仕 入 100,000 （貸） 支払手形 100,000

〃 坂戸商店 （借） 受取手形 100,000 （貸） 売 上 100,000

8/1 川越商事 （借） 支払手形 100,000 （貸） 当座預金 100,000

〃 坂戸商店 （借） 当座預金 100,000 （貸） 受取手形 100,000

【NOTE】
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第５節 その他の債権・債務の取引 (p.61)

１ 貸付金・借入金と手形貸付金・手形借入金 (p.61)

・ 借用証書 により金銭を貸し付けたとき、貸し手に生じる 債権 の増加・減少

は 貸付金 勘定（資産）で処理し、借り手に生じる 債務 の増加・減少は

借入金 勘定（負債）で処理する。

それに対して、

・ 約束手形 により金銭を貸し付けたとき、貸し手に生じる 債権 の増加・減少

は 手形貸付金 勘定（ 資産 の勘定）で処理し、借り手に生じる 債務 の増

加・減少は 手形借入金 勘定（ 負債 の勘定）で処理する。

・貸付金のうち従業員に対するものは、 従業員貸付金 勘定（ 資産 の勘定）で処

理する。

現 金
貸 借

（借） 貸付金 ×× （借）現金 ××
し 借用証書 り

（貸）現金 ×× （貸） 借入金 ××
手 手

貸 現 金 借

（借）手形貸付金 ×× し り （借）現金 ××
約束手形

（貸）現金 ×× 手 手 （貸）手形借入金 ××
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仕 訳

【借用証書による貸借】

・貸し付けた。

（借） 貸 付 金 ×× （貸） 現金など ××

・借り入れた。

（借） 現金など ×× （貸） 借 入 金 ××

【約束手形による貸借】

・貸し付けた。

（借） 手形貸付金 ×× （貸） 現金など ××

・借り入れた。

（借） 現金など ×× （貸） 手形借入金 ××

【利息の受払い（金銭の貸借時）】

・利息を差し引き残額を現金で渡した。

（借） 貸 付 金 ×× （貸） 現 金 ××

受取利息 ××

・利息を差し引かれ残額を現金で受け取った。

（借） 現 金 ×× （貸） 借 入 金 ××

支払利息 ××

例題１

(1) （借） 貸 付 金 100,000 （貸） 現 金 100,000

(2) （借） 現 金 192,000 （貸） 手形借入金 200,000

支 払 利 息 8,000

(3) （借） 手形貸付金 200,000 （貸） 現 金 200,000

(4) （借） 現 金 201,500 （貸） 手形貸付金 200,000

受 取 利 息 1,500
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２ 前払金・前受金 (p.63)

・商品の仕入れにあたり、買手から売手に前払いされる代金を 内金 という。

買 手

・内金を支払ったとき、支払側には後日商品を受け取ることができるなどの 債権

が生じる。この債権の増加・減少は 前払金 勘定（ 資産 の勘定）で処理する。

・内金を支払ったとき前払金勘定の 借方 に記入し、商品を受け取ったとき 貸方

に記入する。

売 手

・内金を受け取ったとき、受取側には後日商品を引き渡すなどの 債務 が生じる。

この債務の増加・減少は 前受金 勘定（ 負債 の勘定）で処理する。

・内金を受け取ったとき前受金勘定の 貸方 に記入し、商品を引き渡したとき 借方

に記入する。

仕訳なし 売買契約の締結 仕訳なし

（借）前 払 金 200 買 代金の一部を前払い 売 （借）現 金 200

（貸）現 金 200 現 金 ¥200 （貸）前 受 金 200

（借）仕 入 1,000 手 商 品 手 （借）前 受 金 200

（貸）前 払 金 200 売 掛 金 800

買 掛 金 800 （貸）売 上 1,000
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仕 訳

【買手】

・商品代金の一部（または全部）を前払いした。

（借） 前 払 金 ×× （貸） 現金など ××

・商品を受け取った。

（借） 仕 入 ×× （貸） 前 払 金 ××

○ ○ ○ ××
【売手】

・商品代金の一部（または全部）を前受けした。

（借） 現金など ×× （貸） 前 受 金 ××

・商品を受け取った。

（借） 仕 入 ×× （貸） 前 受 金 ××

・商品を発送した（引き渡した）。

（借） 前 受 金 ×× （貸） 売 上 ××

○ ○ ○ ××

例題２

名古屋商事

6/15 （借） 前 払 金 20,000 （貸） 現 金 20,000

30 （借） 仕 入 100,000 （貸） 前 払 金 20,000

買 掛 金 80,000

岡崎商店

6/15 （借） 現 金 20,000 （貸） 前 受 金 20,000

30 （借） 前 受 金 20,000 （貸） 売 上 100,000

売 掛 金 80,000
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３ 未収金・未払金 (p.65)

・ 商品以外 の物品を売却し、代金は後日受け取ることにしたとき、売り主に生じ

る債権の増加・減少は 未収金 勘定（ 資産 の勘定）で処理する。

・ 商品以外 の物品を買い入れ、代金は後日支払うことにしたとき、買い主に生じ

る債務の増加・減少は 未払金 勘定（ 負債 の勘定）で処理する。

【代金の受け払いが後日のときの処理…売掛金と未収金、買掛金と未払金はペアで覚える】

売却したもの 勘定科目 購入したもの 勘定科目

商 品 売掛金 （ 資産 ） 商 品 買掛金 （ 負債 ）

商品以外 未収金 （ 資産 ） 商品以外 未払金 （ 負債 ）

仕 訳

・商品以外のものを売却した（代金は後日受け取る）。

（借） 未 収 金 ×× （貸） ○ ○ ○ ××

・商品以外のものを買い入れた（代金は後日支払う）。

（借） ○ ○ ○ ×× （貸） 未 払 金 ××

例題３

(1) （借） 未 収 金 5,000 （貸） 雑 益 5,000

(2) （借） 備 品 200,000 （貸） 未 払 金 200,000

【NOTE】
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４ 立替金・預り金 (p.66)

・一時的に金銭を立て替えて支払ったとき、支払側に生じる債権の増加・減少は

立替金 勘定（ 資産 の勘定）で処理する。

・一時的に金銭を預かったとき、受取側に生じる債務の増加・減少は 預り金 勘定

（ 負債 の勘定）で処理する。

・立替金や預り金のうち、従業員に対するものは 従業員立替金 勘定（ 資産 の

勘定）、 従業員預り金 勘定（ 負債 の勘定）で処理する。

・給料の支払いにさいし、従業員から預かる 所得税 や 社会保険料 は

所得税預り金 勘定や 社会保険料預り金 勘定（いずれも 負債 の勘定）で

処理し、それらを税務署等に納付したとき、それぞれの勘定の 借方 に記入する。

仕 訳

・一時的に現金を立替払いした。

（借） 立 替 金 ×× （貸） 現 金 ××

・給料を現金で支払った（ただし、所得税と社会保険料を差し引く）。

（借） 給 料 ×× （貸） 所得税預り金 ××

社会保険料預り金 ××

現 金 ××

・所得税を税務署に現金で納付した。

（借） 所得税預り金 ×× （貸） 現 金 ××

例題４

7/10 （借）従 業 員 立 替 金 8,000 （貸） 現 金 8,000

20 （借） 給 料 300,000 （貸） 従 業 員 立 替 金 8,000

所 得 税 預 り 金 43,000

社会保険料預り金 5,000

現 金 244,000

30 （借） 社会保険料預り金 5,000 （貸）普 通 預 金 5,000

8/7 （借） 所 得 税 預 り 金 43,000 （貸）現 金 43,000
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５ 仮払金・仮受金 (p.68)

・現金などの支出があったが、 勘定科目 や 金額 が確定していないときは、

一時的に 仮払金 勘定（ 資産 の勘定）の借方に記入する。

・後日、勘定科目や金額が確定したとき、該当する勘定へ振り替える。

・現金などの収入があったが、 勘定科目 や 金額 が確定していないときは、

一時的に 仮受金 勘定（ 負債 の勘定）の貸方に記入する。

・後日、勘定科目や金額が確定したとき、該当する勘定へ振り替える。

仕 訳

・旅費の概算額を現金で支払った。

（借） 仮 払 金 ×× （貸） 現 金 ××

・旅費を精算し残額を現金で受け取った。

（借） 旅 費 ×× （貸） 仮 払 金 ××

現 金 ××

・当座預金口座への入金があった。ただし、内容が不明。

（借） 当座預金 ×× （貸） 仮 受 金 ××

・内容不明の入金は売掛金の回収であった。

（借） 仮 受 金 ×× （貸） 売 掛 金 ××

例題５

(1) （借） 仮 払 金 50,000 （貸） 現 金 50,000

(2) （借） 当 座 預 金 200,000 （貸） 仮 受 金 200,000

(3) （借） 旅 費 47,000 （貸） 仮 払 金 50,000

現 金 3,000

（借） 仮 受 金 200,000 （貸） 売 掛 金 200,000
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第６節 有価証券取引 (p.69)

１ 買い入れ (p.69)

・公債や 社債 、 株式 などの 有価証券 を取得したときは、 取得原価

で 有価証券 勘定（ 資産 の勘定）の借方に記入し、売却したときは貸方に記

入する。

・取得原価は、有価証券の 買入価額 に証券会社に支払う 売買手数料 などを

加えたものである。

株式 １株の買入単価 × 株式数

買入価額
額面金額

社債・公債 買入単価×
100
口数

仕 訳

・有価証券を取得した。

（借） 有価証券 ×× （貸） 現金など ××
↑

取得原価 ＝ 買入価額 ＋売買手数料など

例題１

(1)（借） 有価証券 1,416,000 （貸） 当座預金 1,416,000

(2)（借） 有価証券 390,000 （貸） 現 金 390,000

【NOTE】
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２ 売 却 (p.71)

・有価証券を売却したときは、売却した有価証券の 帳簿価額 を有価証券勘定の

貸方 に記入するとともに、売却による 手取額 と 帳簿価額 の差額を

有価証券売却益 勘定（ 収益 の勘定）又は 有価証券売却損 勘定

（ 費用 の勘定）で処理する。

仕 訳

・有価証券を売却した。

【手取額＞帳簿価額】

（借） 現 金 な ど ×× （貸） 有 価 証 券 ×× ← 帳簿価額

↑
手取額 有価証券売却益 ××

【手取額＜帳簿価額】

（借） 現 金 な ど ×× （貸） 有 価 証 券 ××

有価証券売却損 ××

例題２

(1)（借）現 金 640,000 （貸）有 価 証 券 708,000

有価証券売却損 68,000

(2)（借）未 収 金 398,000 （貸）有 価 証 券 390,000

有価証券売却益 8,000

【NOTE】
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第７節 有形固定資産取引 (p.72)

１ 有形固定資産とは (p.72)

・有形固定資産とは、営業のために１年以上にわたって使用する資産のことである。

・固定資産には 建物 ・ 備品 ・ 車両運搬具 ・ 土地 などがある。

２ 取 得 (p.72)

・有形固定資産を取得したときは、有形固定資産を示すそれぞれの勘定の借方に

取得原価 で記入する。

・取得原価には 購入代価 に有形固定資産が使えるようになるまでに要した費用を

加算する。

仕 訳

・有形固定資産（建物）を取得した。

（借） 建 物 ×× （貸） 当座預金など ××

↑

取得原価 ＝ 購入代価 ＋ 付随費用

例題１

(1)（借） 土 地 20,240,000 （貸） 当座預金 20,240,000

(2)（借） 土 地 500,000 （貸） 未 払 金 500,000

【NOTE】
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第８節 株式会社の税金 (p.73)

１ 税金の種類 (p.73)

・株式会社が支払う税金には、次の３つがある。

①利益に課される税金 法人税・住民税・事業税

②費用として処理できる税金 固定資産税 ・ 印紙税 など

③消費税

２ 会計処理 (p.73)

・固定資産税については 納税通知書 を受け取ったとき、 未払税金 勘定

（ 負債 の勘定 ）の貸方に記入し、実際に納付したとき借方に記入する。

・収入印紙を購入したとき、 租税公課 勘定（ 費用 の勘定）の借方に記入する。

仕 訳

・固定資産税の納税通知書を受け取った。

（借） 租税公課 ×× （貸） 未払税金 ××

・固定資産税の第１期分を納付した。

（借） 未払税金 ×× （貸） 現金など ××

・収入印紙を購入した。

（借） 租税公課 ×× （貸） 現金など ××

例題１

(1) ① （借） 租税公課 50,000 （貸） 未払税金 50,000

② （借） 未払税金 12,000 （貸） 現 金 12,000

(2) （借） 租税公課 3,000 （貸） 現 金 4,000

通 信 費 1,000
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３ 消 費 税 (p.74)

・消費税の会計処理には( 税抜方式 )と税込方式がある。

・商品を仕入れたとき、仕入れにともなう消費税額を 仮払消費税 勘定（ 資産

の勘定）の借方に記入する。

・商品を売り上げたとき、売上にともなう消費税額を 仮受消費税 勘定（ 負債

の勘定）の貸方に記入する。

仕 訳

・商品を仕入れたとき。

（借） 仕 入 ×× （貸） ○ ○ ○ ××

仮払消費税 ××

・商品を販売したとき。

（借） ○ ○ ○ ×× （貸） 売 上 ××

仮受消費税 ××

例題２

(1) （借） 仕 入 50,000 （貸） 買 掛 金 55,000

仮払消費税 5,000

(2) （借） 売 掛 金 66,000 （貸） 売 上 60,000

仮受消費税 6,000

【NOTE】
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第９節 株式会社の資本取引 (p.75)

１ 株式会社の設立 (p.75)

・会社の設立にあたり、 株式 を発行して資金を集めたときは 資本金 勘定

（ 純資産 の勘定）で処理する。

仕 訳

・株式を発行した。

（借） 当座預金など ×× （貸） 資 本 金 ××

例題１

（借） 当座預金 20,000,000 （貸） 資本金 20,000,000

２ 株式会社の純資産 (p.76)

・資産から負債を差し引いた差額を 純資産 という。

・純資産は、株主の出資額である 資本金 と、会社のもうけである 利益剰余金 から

なる。

・利益剰余金は、会社法で積み立てることが強制されている 利益準備金 と、

繰越利益剰余金 からなる。

貸借対照表 純資産の部

負 債 資 本 金 株主の出資額

資 産 利 益 剰 余 金
（ 純資産 ）

利 益 準 備 金 会社のもうけ

繰越利益剰余金
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第１０節 証ひょうと伝票 (p.76)

１ 証ひょう (p.76)

・企業と取引先の間でやり取りされる証拠書類またはその控えを 証ひょう という。

・商品売買でやり取りされる主な証ひょう

( 注 文 書 ) ← 商品の注文にあたり、注文する内容を書いた
書類

注 文 請 書

買 商品の発送 売

( 納 品 書 ) ← 注文を受けた商品の発送が完了したことを知ら
せる書類

検 収 書
手 手

( 請 求 書 ） ← 商品代金の請求のために出す書類

代金支払い

（ 領 収 証 ） ← 商品代金を受け取ったことを知らせる書類

例題１

6/21 （借） 仕 入 53,000 （貸） 買 掛 金 58,300

仮払消費税 5,300

例題２

10/9 （借） 現 金 130,000 （貸） 売 上 300,000

受 取 手 形 200,000 仮受消費税 30,000
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２ 伝 票 (p.79)

（１）伝票とは

・実務では仕訳帳に代わり伝票が広く利用されている。

・伝票は 仕訳帳 に代わるもので一定の形式が印刷されている紙片である。

・一般に 入金伝票 、 出金伝票 、振替伝票 を用いる３伝票制が利用される。

（２）３伝票制

・３伝票制では、取引を、現金収支をともなう 現金取引 と現金収支をともなわない

振替取引 の２つに分けて起票する。

取 引 仕 訳 起票する伝票

入金取引 （借）（ 現 金 ）×× （貸） □ □ □ ×× 入金伝票

出金取引 （借） □ □ □ ×× （貸）（ 現 金 ）×× 出金伝票

振替取引 （借） □ □ □ ×× （貸） □ □ □ ×× 振替伝票

① 入金伝票

・科目欄に 貸方の勘定科目 、金額欄に入金額を記入する。

例題３

取引の仕訳 9/30 （借） 現金 100,000 （貸） 売掛金 100,000

主 記 係
入金伝票 № 20 任 帳

印 印 印
01年 9月30日

科目 売掛金 入 金 先 青森商店 殿

摘 要 金 額

8月分 1 0 0 0 0 0

合 計 ¥ 1 0 0 0 0 0
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② 出金伝票

・科目欄に 借方の勘定科目 、金額欄に出金額を記入する。

例題４

取引の仕訳 9/9 （借） 仕 入 50,000 （貸） 現 金 50,000

主 記 係
出金伝票 № 33 任 帳

印 印 印
01年9 月9 日

科目 仕 入 出 金 先 函館商店 殿

摘 要 金 額

Ａ商品10個@¥5,000 5 0 0 0 0

合 計 ¥ 5 0 0 0 0

③ 振替伝票

・取引を 仕訳 形式で記入する。

例題５

主 記 係
振替伝票 №77 任 帳

印 印 印
01年10 月5 日

勘定科目 借 方 勘定科目 貸 方

買掛金 4 5 0 0 0 支払手形 4 5 0 0 0

合計 ¥ 4 5 0 0 0 合計 ¥ 4 5 0 0 0
摘 要 札幌商店 9月分買掛金支払い 約束手形#99

【NOTE】


